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東 京 商 工 会 議 所 
 
 

～ 日本初！一目でわかる、東京2020大会の交通対策情報ツール ～ 

「２０２０交通対策ハンドマップ」を発行 
 
 
 

東京商工会議所（三村明夫会頭）は、東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会期間中に実施され

る交通対策や、競技会場周辺の交通規制情報、企業が取り組める交通混雑対策等の情報を集約し、分かりやす

く説明した「2020 交通対策ハンドマップ」を発行しましたので、お知らせします。 

東京 2020 大会期間中は、大会関係者やメディア、観光客等、国内外から約 1,000 万人の人が東京を訪れる

ため、道路や公共交通機関における深刻な混雑の発生が懸念されています。 

当所では、世界中から訪れる人々のためにスムーズで快適な交通環境を整えることが、地元経済団体として

できる“最大のおもてなし”であり、かつ交通混雑緩和への協力が、東京 2020 大会に参加する一つの形である

という認識のもと、「TDM※1 の推進」を最重要テーマに掲げています。 

本ハンドマップは、大会期間中の交通混雑緩和に向け、会員企業各社に“何らかの行動”を起こすことを呼び

かけていくこと、また具体的な対策を検討する際にご活用いただくことを目的に作成・発行したもので、各機

関が出している東京 2020 大会の交通対策情報を一元化した、全国で初めて※2 のツールです。 

本ハンドマップは 16 万部発行し、全会員企業８万社へ送付するほか、当所本部および 23 支部にて配布（Web

ページからもダウンロード可能）します。また、今春以降、東京都と連携して順次開催する業種別・エリア別

の説明会・相談会（30 回開催）等で展開していくとともに、内閣官房東京オリンピック・パラリンピック推進

本部事務局と連携し、関係省庁の庁舎や各地の免許センターでも配布を予定しています。 

 

■ハンドマップの特徴 

 各機関から様々な形式で出されている情報を 1枚のマップに集約 

 詳細情報には二次元コードからスマホやタブレットで直接アクセス可能 

 東京都、東京2020組織委員会、政府（内閣官房）の協力を得て作成  

（東京 2020 大会の公認プログラムに認定） 

■主な内容 

表面…交通対策の必要性、大会期間中に実施される交通対策、企業・

個人に協力が呼びかけられている TDM の取り組み等を掲載し

ています。 

裏面…大会関係者の移動ルート、高速道路料金施策が適用される区間、

競技会場の所在地等を首都圏の地図に掲載。また、実施競技や

日程、観客利用想定駅や最大収容人数を会場ごとに記載すると

ともに、会場周辺の交通対策情報を確認できる二次元コードを

プロットしています。 

［冊 子 名］2020 交通対策ハンドマップ 

［仕  様］A5 版／ 発行部数：160,000 部（初版） 

［Web ページ］ www.tokyo-cci.or.jp/page.jsp?id=1020943 
 

＜問い合わせ先＞ 東京商工会議所 地域振興部 進藤・稲葉 TEL：03-3283-7634 

表紙▶ 

▼裏面 

※1. TDM（交通需要マネジメント） ※2. 当所調べ（2020 年 1 月） 

同時配布先：経済団体記者会、都庁記者クラブ、経済産業

記者会、経済研究会、国土交通記者会、交通運輸記者会 


